
★ いわゆる「スローライフ」や「ロハス」に象徴されるような、心豊かに暮らす生活様式が重視される
中で、本県の豊かな歴史、自然・環境、食、文化等を知り、楽しむとともに、その一方で情報、交通
等の利便性もあり、地域において自分の存在や役割に手応え・充実感を感じる豊かな生活を満喫でき
るような地域をつくります。

★ 子どもの頃から芸術・文化に親しみ、感性を磨きます。芸術・文化が生活の一部となり、そのことが
県民の創造力を高め、活力あふれる活動が各地で行われるような地域をつくります。

★ 生涯にわたって自分のペースで繰り返し学習し、そのことが地域のことを自分たちで決める意識につ
ながるなど、地域の活性化にもつながるような地域づくりを目指します。自分のペースでスポーツを
行い、健康を維持します。

① 県民が鳥取県の歴史や文化を誇りに思い、三徳山や妻木晩田遺跡等のほか、史跡、街並み、郷土芸
能、建築物、伝統芸能、民工芸等の鳥取県の様々な貴重な財産を大切にし、「郷土とっとり」に誇り
を感じる機運・意識の醸成を目指します。民工芸品の県内販売場所を確保するとともに、県内外に情
報発信を行い、広く紹介します。

② いわゆる「スローライフ」や「ロハス」に象徴されるような、心豊かに暮らす生活スタイルが重視さ
れる中、県民はもとより、県外に住んでいる方にも、本県における「価値実感生活」（本県の豊かな
歴史、自然・環境、食、文化等を知り、楽しむとともに、地域において自分の存在や役割に手応え・
充実感が感じられる生活スタイル）に対する認識・高い評価が浸透し、多くの方のＩJUターンにもつ
ながるよう、「価値実感生活」の実現・充実に向けた取組を進めます。

（１） 本県の豊かな歴史、自然・環境、食、文化等を知り、楽しむとともに、地域において自分の
      存在や役割に手応え・充実感が感じられる「価値実感生活」の実現

Ⅳ 【楽しむ】　いきいきと楽しみながら充実した生活を送る

目指す将来の姿

● ｢価値実感生活」の実現

・とっとり伝統芸能まつりの開催（H22～）毎年 1,000人規模の開催

● 地域の「創造性」を高める

・アーティストリゾート受入団体 13団体 （H24～H26年度）

・鳥取県総合芸術文化祭「とりアート」開催 （ H25 県内３地域、200団体参加、26,000人来場）

● ｢いつでもどこでも学べる環境」づくりと ｢スポーツ振興｣
・県立博物館 入館者数 9.2 万人 H25年度 （ 目標 7.5 万人(H30年度)）

・山陰海岸学習館リニューアルオープン (H22)
・鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭の実施（ H25 1万人以上の県民が参加 ）
・ガイナーレ鳥取のＪリーグ加盟 （H22）

主な成果（参考）
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③ 身近にある豊かな自然や環境、食、文化等を楽しみながら暮らすことや、伝統芸能、民工芸品等を通
じて生活の豊かさを実感でき、大都市圏からも「鳥取県に行けば、安らぎ・心の落ち着きが取り戻せ
る」と支持される次のような地域性・生活風土を形成します。
○ 身近にある豊かな自然を楽しみながら心豊かに暮らす地域
○ 住んでいる地域の食、文化等を大事にして、楽しみながら心豊かに暮らす地域
○ 人の温かさを感じる地域コミュニティ（地域社会）があり、安心して住み続けることのできる地域
○ ゆとりを持って、自分の時間を大切にして心豊かに暮らせる地域

④ 歴史、自然・環境、食、文化等の良さ・素晴らしさを県民に伝える方の活動を支援するとともに、そ
のような活動をする人づくりを推進します。

⑤ 他の活動者や他のネットワークとも関わりを持ちながら、自分の行いたいことが実現でき、また、
ネットワークの中での役割等に意義を感じられるような、「顔が見えるネットワーク」づくりを促進
します。

⑥ 住宅購入・修繕・貸与に対する支援など、県と市町村とが連携して移住希望者のニーズに対応した支
援策を充実すると共に、ＩJUターンをされた方やその同士が地域の方々とのネットワークを形成し、
不安なく住み続けられるような、人の温かさを感じる地域コミュニティ（地域社会）づくりを推進し
ます。

⑦ 様々な年代や様々な分野を経験した方がリーダーとして地域社会を担い、地域活性化に寄与するよ
う、人材を育成します。

⑧ 団塊の世代を中心に、退職して地域に戻った方やＩJUターンをされた方が、地域に新しい風を吹き込
み、その豊富な経験や知識技能を活かして、地域活動を行ったり、各種講座・催しの講師等になるな
ど、地域で活躍できる環境の整備を推進します。

 （２） 芸術・文化を振興することによって、地域の「創造性」を高める

① アーティストや鳥取県文化団体連合会等の文化団体を支援するとともに、芸術・文化活動を支援する
方々と連携して、芸術・文化活動を活性化します。

② 鳥取県美術展覧会や鳥取県総合芸術文化祭、公益財団法人鳥取県文化振興財団が行う事業のほか、廃
校等を使った芸術・文化の発表等による鑑賞人口の拡大など、県民が芸術・文化を発表する場や鑑賞
する機会を拡充します。財政事情が許せば県民合意を得た上で美術館を建設します。

③ ＩJUターンをされたアーティストや地域に根付いて高いレベルの芸術・文化活動を行うアーティスト
と県民が芸術を介して活発に交流する「アーティストリゾート」の展開を促進します。心豊かな県民
生活、ネットワークづくり、地域の魅力向上などの付加価値の創造に貢献します。

④ 文化・芸術の振興を通じて、本県の誇りとなる文化・芸術への認識が高まると共に、国内外との交流
など地域の活性化につながる取組を推進します。

⑤ 学校等との連携により、教育現場や地域で、子ども達や若者が芸術・文化に触れ、感性を磨く機会を
確保し、芸術・文化活動を活性化します。

⑥ アートスタート事業等により、子どもの頃から芸術・文化に触れる機会を拡充し、芸術・文化が生活
の一部となる生活スタイルの浸透を促進します。
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 （３） 「いつでもどこでも学べる環境」 づくりと 「スポーツ振興」

① 生涯学習フェスティバルの開催、とっとり県民カレッジの振興、地域公民館活動の支援等を通じ、生
涯にわたって学べる場を提供します。生涯にわたって繰り返し学習し、地域にその力を還元しながら
豊かな人生を送ることができる人の増加を目指します。地域のことを自分たちで決める意識につなが
るなど、地域の活性化にも貢献します。

② 図書館を、県民が暮らし、仕事等に関する様々な情報収集を行い、自ら課題を解決するための支援拠
点とすること、また豊かな心を育むための情報拠点とすることを目指します。図書館と他の情報提供
機関との連携・ネットワーク化を進め、ネットワークを活用した資料相談（レファレンスサービス）
を拡充します。

③ 本県の自然、歴史、民俗、美術等について、展示、講演、体験活動等により、県民が楽しく学び、感
動を覚えるような「魅力あふれる県立博物館」づくりを推進します。

④ 恵まれた豊かな自然環境と、鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭や総合型地域スポーツクラブ
（幅広い世代の様々な人々が、それぞれの志向・レベルに合わせて参加できるという特徴を持ち、地
域住民により自主的・主体的に運営され、スポーツと文化の両面を兼ね備えた新しいタイプのクラ
ブ）の創設や、マラソン・ウオーキング・サイクリングなどの様々なスポーツイベントへの参加促進により、県
民の運動・スポーツ実施率の向上と、健康を維持できる人の増加を目指します。

⑤ 指導技術の向上及び指導者養成を図る研修の実施、ジュニアから成年期につながる一貫指導体制の構
築等により、オリンピックやパラリンピック、国体、全国障害者スポーツ大会を始めとする各種国際大
会、全国大会等で活躍できる選手を多く輩出し、ジュニア期から成年期に至るまで連続的な競技力向
上を目指します。

⑥ Jリーグにおいて活躍するガイナーレのように、スポーツ活動を地域が一体となって応援したり、地
域の支えを受けたクラブ、選手等の活躍などによって、地域に対する自信と誇りを高め、地域の活性
化にもつなげます。
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